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は し  が

熊取町西部の住吉川の川岸段丘か

おける文化財調査 は、今 まで実施 さ

で数 力所の遺跡が文化財分布図によ

けです。

き

ら派生す る氾濫原 に

れてお らず、 これ ま

って知 られているだ

この た び大久 保 D遺 跡 の発掘調 査 を実施 しま した とこ

ろ、磨製 石斧 や サ ヌカ イ ト製 の石錐 な どが 出土 しま した。

これ らの遺物 か ら周辺 で の弥生遺 跡 の存在 が想定 され ま

すが、今後 の調 査 によ って新 たな知 見が得 られ る ことと

思われ ます。

なお現 地 で の調査及 び本書 の作 成 にあ た って ご尽力 、

ご協 力 を いただ きま した方 々、並 び に関係者 各位 に対 し、

深 く感謝 の意 を表 します。 また、 今後 の調 査 に ご協 力、

ご指導 を賜 ります よ うお願 い 申 し上 げ ます。

平成 元 年 3月

熊 取 町 教 育

教 育長

△
本

国貝

　

中

委

　

山 長  正



例

1.本書は、熊取町教育委員会が、昭和 63年度に実施

した大久保 D遺跡の調査概要報告書である。

2.調査 と整理は、熊取町教育委員会発掘調査嘱託員井

田匡を担当者 として、昭和 63年 10月 20日 に着手

し、平成元年 3月 31日 終了 した。

3.調査に要 した費用の全額 は小西恵子氏の負担 による

ものである。

4.調 査の実施 と整理 にあたっては、久世公一、井手口

大作、池辺吉也、富村伊都子、高垣香織、辻本栄子、

安福佳代の諸氏の参加を得た。また、谷和開発・ 合田

建築設計事務所・ 竹 □文化財土木工業所並びに関係各

位より多大な協力を得た。明記 して感謝の意を表 した

い 。

4.本 書中の標高は、東京湾平均海水面を基準 とし、方

位 は、地図以外は磁北を示す もの とした。

5.本書の執筆及び編集は、井田がおこな った。

6.調査にあたっては、写真・ 実測図等の記録を作成す

るとともにカラースライ ドを作成 した。広 く利用 され

ることを望む。
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大久保 D遺跡発掘調査概要 OI

第 1

第 1節  調査に至 る経過

熊取町大字大久保 323番 地 において、小西恵子氏が共同住宅の建築を計画

し、昭和 63年 8月 29日 付で文化庁へ土木工事 に伴 う埋蔵文化財の発掘届 出

書が提 出され、熊取町教育委員会へ、埋蔵文化財包蔵地の存在確認に伴 う技師

派遣依頼が提出された。

これを受けて、熊取町教育委員会では同年 9月 3日 に、機械 によ り試掘調査

を実施 し、遺構及び遺物包含層を確認 した。 これに基づいて遺跡の取 り扱いに

ついて、熊取町教育委員会 と小西恵子氏の双方で協議を重ねて行ない共同住宅

の建築す ることにより破壊 され る恐れのある箇所 について、遺跡の重要性 に鑑

み調査を実施す ることで合意 した。

立早 革沿

第 2節  位置 と遺跡の環境

大久保 D遺跡は、大阪府泉南郡熊取

町大久保 に所在 し、 JR阪 和線熊取駅

周辺 に位置 している。付近の地形 は埋

積谷 と段丘面 と氾濫原で構成 されてお

り、標高は海抜 18mか ら 26mを 測

る。大久保 D遺 跡では、弥生時代か ら

近世にかけての遺物が散布 している。

遺跡の範囲は、泉佐野市所在の三念寺

池か ら東への段丘 にかけて、東西約 2

50m、 南北約 200mの 範囲の広が

りを持つ。
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第 1図  熊取町の位置
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第 3節  地区の名称 と遺構の呼称 について

調査地内では、 5m四方の調査地区の地区割

りを実施 した。南北方向は、アル ファベ ッ トに

よる地区名で呼称 じ、 A・ BoC・ Dと 表す事

とした。東西方向は、アラビア数字 による地区

名で呼称 し、 1・ 2・ 3・ 4と 表す事 とす る。

本書中で も遺構の位置等の表 し方は、 これに

準 じて、 Al、 A2と 表す事 とす る。 また、今

A3

第 3図  調査地区割 り図
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回の調査地での南北の基準線 は東へ約 22° も、っている。更に、調査を実施す

る際に遺構 について は、検出 した順 に遺構の略称 と番号を組み合わせて呼称す

ることとした。略称 は溝を SD、 柱穴を Pit、 土墳を SK、 棚列 0坑列を S

A, 自然流路をNR,そ の他の遺構を SXと 呼称 したが、本書 中で もこれ に準

じて SD-1、 SK-1と 呼称す ることとす る。

第 2章 調 査 の 成 果

第 1節  遺跡の概要

調査を実施 した地点 は、小字名では大久保領牛神 と呼ばれ る地点であ り、遺

跡範囲の南端で大久保 B遺 跡 に接 して いる。現状 は水田で、地表面の レベルは

北側の水田より、約 3 0cm程 低い。

検出 した遺構 としては、溝が 1条、柱穴が約 20基、土墳が 1基 、不整形土

墳を 2基 、 自然流路を 1条 検出 した。遺物 は総体的にみて少ない量であ った。

主に中世以降の ものであ るが、弥生時代の遺物 も出土 している。

第 2節  遺構 と遺物

① 自然流路 NR-1

NR-1は 調査地の西半で検出された川 (自 然流路)で ある。 中は 1.2m

前後を測 り、深 さは約 6 0cmを 測 る。遺構 自体 は自然 に埋積 したよ うである。

遺物 はサ ヌカイ トの製品 (錐 )と 泥岩製の石斧 と少量の弥生土器の破片が出土

している。

②  SD-1

SD-1は 調査区 D2で 検出された溝で、 巾は約 2mを測 る。深 さは 5 0cm

前後を測 る。埋土 は紫灰色粘質土である。遺物 は弥生土器の破片が少量出土 し

ている。

-3-
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第 4図  平面図



③ SK-1
SK-1は 調査区A2で検出した土塘で長軸は 2m以上を測 り、短軸は 1.

2mを測る。埋土は紫灰色粘土である。遺物は出土 しなかったが遺構の埋土に

少量の炭が混 じる。

④ Pit

調査地内で柱穴を検出した。直径は 1 5cm～ 2 0cmを 測 り、深さは 2 0cm前

後を測る。いずれの柱穴 も遺物は出土 していない。

⑤ SA-1

調査区B20B3で 検出した柱穴列で、柱穴は直径が 2 0cm前 後を測 り、深

さは 2 0cmを 測る。柱間は約 1.2mを 測る。遺物は出土 していない。

第 3節  包含層の出土遺物 (第 5図 1～ 16)

出土遺物のほとん どは包含層か ら出土 してお り、すべて破片である。

1は 須恵器の甕の体部である。内面、外面共 にタタキが施 されてお り、堅 く

焼 きじめ られた ものである。 2は 瓦質の甕である。外面 にはたたきが施 され、

内面 には多方向への刷毛 目が認め られ る。 3は青磁の碗である。施釉が厚い。

4は土錘であるが、時期 はいずれ とも決 し難 い。 5は 須恵器の高杯の脚部であ

る。 6は 陶質の橘鉢であるが産地などは不明である。 7は磁器で盃状の もの と

お もわれ る。 8は磁器であるが、器種 は不明である。 9は伊万里の染付碗で外

面の呉須の発色が淡 い。み こみには釉を蛇の 目に掻 きとつた跡が見受け られ る。

10は 青磁の碗である。 11は 土師質の鉢である。 12は 瓦質の羽釜である。

13は 瓦質の甕で 14は瓦質の羽釜である。 15は 土師質の ほ うろ くと思われ

る。外面 に煤が付着 している。 16は 瓦質の甕である。

第 4節  遺構の遺物 (第 6図 17)(第 7図 18)

遺構か ら出土 した遺物 と してはNR-1か ら少量の弥生土器の破片 とサ ヌカ

イ ト製の石錐 と磨製石斧が出土 している。 17は サ ヌカイ ト製の錐で、やや細

身である。錐の部分 は細部の調整がなされているが、片面は剥離 したままで未

調整である。 18は 磨製石器の石斧である。石斧は刃部及び刃縁が欠損 してお
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第 5図  出土遺物  (1)
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り、基端 も欠損 している。刃は弱凸強凸片刃である。

刃面の幅は残存 していることろで 3.6 cmを 測 り、

基部の厚みは 1.9 cmを測 る。

第 5節  まとめ

当該地での調査では、川 とみ られ る自然流路 と中

世以降の もの と思われ る畝畔が土層断面で確認が検

出され、少量 とはいえ弥生土器をは じめ としてサ ヌ

カイ トの石錐・ 磨製石斧 など弥生時

代の遺物 も出土 している。 これ らの

状況 と断片的ではあるが既往の調査

で得 られた資料 とを重ねて判断す る

と、大久保 D遺跡の周辺 に弥生時代

の集落若 しくは、住居址 などの遺構

が存す る可能性 は極めて高 く、中世

以降に耕地化が進んだ もの と考え ら

れ る。
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第 6図  出土遺物 (2)
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第 7図  出土遺物 (3)

ここ数年の周辺での開発行為の急激 な増加を思えば、今後 も継続 して計画的

に調査が必要であ り、また遺跡の性格 とその範囲の追及が急務であるとお もわ

れ る。文末 とな ったが、今後 も周辺での事業の進捗 に伴い、大久保 D遺 跡 に対

しての十分な配慮 と万全の調査体制の確保を関係各位 に切 にお願い して終わ り

としたい。
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大久保 D遺跡 88年 -1区出土 磨製石斧
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大久保 D遺跡 88年 -1区出土 サスカイ ト製石碓

大久保 B遺跡 88年 -1区 出土遺物


